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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています

１ 畜産コンサルタント８月号 中央畜産会
家畜のパフォ－マンス向上技術 繁殖性向上や供用期間延長のための牛群検定成績の応用
検定成績の着眼点と技術的対応を、具体例から解説。

２ デ－リィマン８月号 デ－リィマン社
牛群検定４０年の軌跡２ 牛群検定を活用しオイルショックを乗り切った先人たち
明治時代に行われた我が国初の検定等を紹介しながら、「個」の検定から「群」の検定に変わっていく
世界大戦後までの牛群検定黎明期を紹介。

３ 全酪新報８月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその２６ 牛床が汚れていないか
牛床が汚れているときの体細胞数デ－タの典型的なパタ－ンを解説。

４ 酪農ジャ－ナル８月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第１７回）未経産牛のゲノミック評価を使って、生産性の向上を図ろう！
平成２７年度の牛群検定システム高度化支援事業を紹介しながら、ゲノミック情報の活用を解説。

５ ＬＩＡＪニュ－ス７月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その３７）
「牛評」による乳用後継牛と肉用肥育素牛の生産について
畜産クラスタ－では、上位１／２から乳用後継牛、下位１／３牛から肉用肥育素牛の生産を促していま
す。牛群検定を使った産み分けを解説。

牛群改良情報が変わります！
Ｎｅｗ① 総合指数（ＮＴＰ）の変更

５年ぶりに総合指数が変更となります。家
畜改良増殖目標でうたわれている泌乳持続性
と 繁殖性の向上として空胎日数を総合指数
に組み込みました。また、乳脂量の改良の重
みを 若干大きくし、現状の乳成分率を維持
し、マイナスにならないようにしています。

詳しくは、ＬＩＡＪＮｅｗｓに解説してあ
りますのでご参照下さい。

Ｎｅｗ② 繁殖性に関する遺伝的能力の表示
・空胎日数：初産分娩から受胎するまでの日数の遺伝的能力の表示
・娘牛受胎率：初回授精受胎率の遺伝的能力の表示（未経産時、初産及び２産時）

空胎日数の遺伝率は 0.05、娘牛受胎率の遺伝率は 0.02 程度と非常に低く、特に飼養環境の影響
を受けやすい形質ですので、参考情報としてご利用下さい。例えば、娘牛受胎率が 50 ％であった
としても 2 回の授精で必ず受胎することを保証するものではありません。遺伝率が低いことから
繁殖形質の遺伝的能力の優劣にかかわらず、牛群検定等を利用した繁殖管理が必要です。ただし、
平均より極端に低い場合は、飼養管理面でコンディションへの配慮なども必要となります。

また、授精報告を正確に行っていない検定牛については、図のように成績表示されない場合が
あります。不受胎であった授精を含め授精報告を正しく行うようにしてください。

なお、遺伝ベースは未経産娘牛受胎率 62 ％、初産娘牛受胎率 42 ％、２産時娘牛受胎率 39 ％、
空胎日数 138 日です（2015-8 月評価時点）。



毛根採取にご協力下さい
今年度の牛群検定システム高度化支援事業においては、後代検定における調整交配で生産された

娘牛とその同世代牛の毛根を採取し、ＳＮＰ検査を行うこととなっています。後代検定の候補種雄
牛娘牛を繋養されている農家のみなさんには、次のご協力をお願いします。対象農家には別途県団
体または検定組合から連絡があります。

①対象牛の血統登録と牛群検定の未経産加入
②毛根採取時の牛の固定など

また、ご協力頂いた場合は、当該牛のＳＮＰ検査結果によるゲノミック評価情報を送付します。
授精の際に、乳用後継牛を生産するか、肉用肥育素牛を生産するか、判断の材料としてご活用下さ
い。

なお、本検査は、我が国のゲノミック評価の基礎情報（リファレンス集団）として活用され、
遺伝的改良の発展に寄与する大切なデ－タとなります。

好評！乳量計レンタル！
乳量計のレンタルが大変ご好評を頂き、現在１４０台を

超えてご利用頂いています。好評の要因は、リ－ズナブル
な価格に加え、毎年行う性能検査がセットになっており、
オ－バ－ホ－ルによるメンテナンスも行われます。きれい
な状態で正確な検定が行えるところが魅力です。対象機種は
以下のとおりです。

ツル－テスト ミルクメ－タ－Ｆ型およびＦＶ型
ワイカト ミルクメ－タ－スピ－ドサンプラ－およびＭＫ５型
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei_info.html 牛群検定関連の案内 検索

体細胞数のコントロ－ル 高体細胞影響率の活用
まだまだ、残暑が厳しい季節です。体力の弱った牛は体細胞数も上がりやすくなります。高品質

の生乳生産のためには、やはり体細胞数の高い個体の乳をバルク合乳することは避けたいものです。
牛群検定成績表には図に示した「高体細胞影響率」が表示されています。この成績を活用すると、
バルク合乳での体細胞数を調整する目処をつけることができます。

例えば、下右図中➜がついた１５０号牛は高体細胞影響率３０％となっていますので、この乳を
合乳せずに廃棄処分とすれば、バルクでの体細胞数が３０％減少することを示します。すると、も
う１頭➜がついた１６３号牛は２８％となっていますので、２頭あわせて５８％、約６割もの体細
胞数をバルク乳から削減することができることを示しています。


